
４ 指導法改善のポイント

年 度 平成２９年度 平成２８年度

種 別 国語Ａ 国語Ｂ 国語Ａ 国語Ｂ

平均 県 11.3問／15問 5.0問／９問 10.8問／15問 5.7問／10問

正答数 全国 11.2問／15問 5.2問／９問 10.9問／15問 5.8問／10問

平均 県 ７５％ ５５％ ７２％ ５７％

正答率 全国 ７５％ ５８％ ７３％ ５８％

○成果１＜Ａ問題＞ 設問番号 ２ 一

【設問の概要】
歴史資料館でお世話になった

山村さんへお礼の気持ちを伝え
るために，どのような内容を書
いているのか，書かれている内
容の説明として適切なものを選
択する。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
２ 一

８１ ８０ ＋１

【言語活動との関連】
〔第３学年及び第４学年〕
Ｂ 書くこと
エ 目的に合わせて依頼状，案内
状，礼状などの手紙を書くこと

○ 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書くことができている。
○ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすることができている。

○ お礼状を書く学習では，感謝の気持ちを表すと共に，体験を通して感じたことや分か
ったこと，さらに疑問に思ったことなどを具体的に書く指導が必要である。本問題では，
実感したことや見学を通して分かったことの内容に気付くことが必要である。

○成果１＜Ａ問題＞ 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くこと

▲課題１＜Ａ問題＞ 手紙の構成を理解し，後付けを書くこと

▲課題２＜Ｂ問題＞ 話の構成を工夫して話したり，聞き手の反応を見て話したりす

ることなどスピーチメモのよさを捉えること

国 語【小学校第６学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要例



▲課題１＜Ａ問題＞ 設問番号 ２ 二

【設問の概要】
手紙の後付けに必要な，日付，

署名，宛て名のそれぞれの位置
について，適切なものを選択す
る。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
２ 一

４１ ４２ －１

【言語活動との関連】
〔第３学年及び第４学年〕
Ｂ 書くこと
エ 目的に合わせて依頼状，案内
状，礼状などの手紙を書くこと

〈誤答傾向〉
正答 選 択 肢 類型（％）

１ と解答しているもの ８ （類型は小数第１位を四捨五入したため，
２ と解答しているもの ２１ 類型の合計が100に成らないこともあ
３ と解答しているもの ２９ る。）

◎ ４ と解答しているもの ４１
上記以外の解答 ２
無解答 ０

○ 正答率は41％であり，手紙の構成を理解し，後付けを書くことに課題がある。
○ ５割の児童が選択した解答類型２及び３は，自分の名前を「ウ」に記入するものであ
る。自分の名前は最後に書くものであると誤って理解していることが予想される。

○ 本問題にあるように「相手の名前」を上の位置に書くことは，日本語の表記上の特徴
として相手への敬意を示すことである。形式であってもその背景にある意味を理解させ
ることが重要である。また，５年生の「敬語」の学習と関連付けて再指導することも，
定着のための工夫として考えられる。

コラム① 「大学入試改革から見えること」
文部科学省によると，2020年からセンター試験が変わります。具体的に

は，従来のマークシート方式に記述式の問題が導入されることや，英語の
４技能を評価する問題が検討されています。現在の中学３年生が，新しい
入試の第１期生です。この大学入試改革は，思考力，判断力，表現力等の
学習指導要領が求める学力が身に付いているかを測るための入試としてい

くこともねらいとしています。全国学力・学習状況調査も同様に，学習指導要領が求める
学力の定着を測るものであり，この共通点に着目しておきたいところです。
例えば，独立行政法人大学入試センターから示された新テストの記述式問題のイメージ

は，「駐車場使用契約書」に関する問題で，高校の学習指導要領「国語総合」に基づいて
出題されていました。その内容は契約書の中から必要な情報を目的に応じて抜き出し，そ
の情報を根拠にしながら明確に自分の意見を述べるものでした。小中学生が，国語科の学
習の中で行っている「叙述に基づいて情報を整理し，根拠を明らかにして表現する活動」
の延長にある問題のように思います。
こうした変化も把握し，私たちは日々の授業の中で，子供たちが教科書教材の内容的価

値を理解できることのみではなく，学習指導要領で求められる言語能力を身に付けること
ができたかどうかを常に意識して学力の定着を図っていかなければなりません。子供たち
の将来の学力を見通して，目の前にいる子供たちの学力定着を私たちの責務として考えて
いきましょう。

課題が見られた問題の概要＜Ａ問題＞

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント＜Ａ問題＞

問題点とその改善点＜Ａ問題＞



▲課題３＜Ｂ問題＞ 設問番号 １ 二

【設問の概要】
グループの話合いの中で，石

田さんたちは，スピーチメモを
使うことのよさについてどのよ
うに考えているかについて書く。

【平均正答率（％）】

本県 全国 差 自校
１ 二

６３ ６９ －６

【言語活動との関連】
〔第５学年及び第６学年〕
Ａ 話すこと・聞くこと
ア 資料を提示しながら説明や報
告をしたり，それらを聞いて助
言や提案をしたりすること

〈誤答傾向〉
正答 解 答 類 型 類型（％）

（正答の条件）次の条件を満たして解答している。
① 次のａ，ｂの両方またはどちらか一方を使って書いている。
ａ 「話のまとまりと順序を意識して話す」
ｂ 「相手の反応を見て話す」

② 40字以内で書いている。
〈正答例〉 話のまとまりと順序を意識して話したり，相手の反応を

見て話したりすることができる。（40字）

◎
条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，ａ，ｂの ８

両方を使って書いているもの
条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，ａのみを ２８

◎ 使って書いているもの
条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，ｂのみを ２８

◎ 使って書いているもの
上記以外の解答 ３５
無解答 ２

○ 条件①ａ，ｂのいずれか一方だけでも正答ではあるが，ａ，ｂともに満たしている児
童は８％にとどまっている。

○ 目的や意図に応じて事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫したり，相手の反応を
見ながら話したりすることができるように指導する。
【再度チェックを!!】
解答類型にあるように３通りの正答が用意されている。条件ａ，ｂを使っているもの，

条件ａだけを使っているもの，条件ｂだけを使っているもの，どれも正答ではあるが，条
件ａ，ｂの両方を使えるようにするためには，石田さんの発言に注意したい。「うん，で
きていたと思うよ。それに，必要なときにだけメモを見ればよかったから，相手の反応を
見て話すこともできたと思う。」「それに」という接続語が果たす役割や「も」のもつ意
味について考えると，果たして条件一つで解答されるものであったのか再考したい。
接続語や助詞の働きは文章の論理的な関係を構築する上で大切な役割を果たしている。

児童自身が，学習や生活の中で，言葉の働きを大切にしながら話したり聞いたり読んだり
書いたりする活動が行われるよう指導していきたい。

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点，授業づくりのポイント＜Ｂ問題＞

課題が見られた問題の概要＜Ｂ問題＞

問題点とその改善点＜Ｂ問題＞


